






1. 第 2回委員会 要旨 
 

日時：平成 9年 1月 13日(月) 14:45～16:00 

場所：宇治市商工会議所 

 

１． 開会 

２． 挨拶 

３． 議事 

１） 第 1回委員会要旨 

 ・異議はなく、第 1回委員会要旨は承認された。 

２） 新白虹橋の架設位置の検討 

 ・宇治市において計画されている「山麓バイパス」と、天ヶ瀬ダム再開発事業に伴う  

  工事用道路計画を併せて検討することはできないのか。 

  →建設省と宇治市で、2つの計画を併せて検討したが、山麓バイパスと本工事用道 

   路計画とに関連性が見出せないため、その建設費を建設省が負担することはでき 

   ない。したがって、宇治市の費用負担が多大なものとなってしまうため、工事用 

   道路計画を単独で進めることとなった。 

  →山麓バイパス計画については、今後さらに検討されるものと思われるが、本検討 

   報告書においては、「今後の課題」として記述するにとどめ、参考資料としてそ 

   の計画を添付するものとする。したがって、本委員会においては、「橋梁架設位 

   置比較表」（委員会資料 P７）に基づいて、新白虹橋の架設位置の検討を行う。 

 ・橋梁架設位置については、現地説明において委員各位からの要望が最も強かった「右   

  岸側は、資料の第１案の位置。左岸側は資料の第 3案の位置」（概ね、資料の送電 

  線の位置で架設し、斜橋とする案）で再度検討してほしい。（この案では、左岸の 

  樹木伐採も少なく、橋梁の縦断勾配も緩くなるため）また、取り付け道路の縦断勾  

  配についても検討すること。 

   →了解 

３） 橋梁基本形式の決定 

 ・自然との調和を考えた場合、RC上路ア－チ橋が望ましく、橋梁下面（視点７：釣 

  人の視点）もスマ－トであり、維持管理の点においても優れている。また、斜橋の 

  鋼中路ア－チ橋は、景観上好ましくなく、隅切りも大変だ。さらに、山麓バイパス 

  計画における新白虹橋上空での架橋を考慮した場合、上路橋の方がいい。よって、 

  ＲＣ上路アーチ橋にて今後の検討を進めてほしい。 

  →了解 

 ・現計画において歩道の設置位置は、上流側のみ（幅員 2.5m）となっているが、橋 

  上からの眺めは、上・下流側ともすばらしいため、幅員を狭くして上流側と下流側 

  に設置できないか。 

  →身体障害者(車椅子)の利用と写真撮影のためのスペ－スを考慮して、2.5m の幅 



     員を確保しているため、幅員を狭くして上流側と下流側に設置することは難しい。 

  ４）今後の予定 

   ・第 3回委員会は、3月 10日(月)に開催する。 

    →了解 

以 上 












































































